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今シーズン、森ケ崎の営巣地では本格的
な営巣はありませんでした (森ケ崎の営巣
調査報告を見てください)。ちょっと残念で
したね。でも、こういったことが起こるこ
とは、以前から予想されていました。まだ
証拠は限られているのですが、たとえ環境
がほとんど変わらなくても、コアジサシは
別の場所へコロニーを移動させることが知
られていたからです。コアジサシは「さま
よえる鳥」なのです。このことは、私たち
より前からコアジサシを調べている人たち
から、繰り返し聞かされていました。
では、昨シーズンに森ケ崎で子育てをした

コアジサシはどこへ行ったのでしょう？ その行方を探すことが、この調査の大切な目的のひとつで
した。ごく近くに移動しているだけなのか、それとももっと遠くへ移動しているのか？ それが分かれ
ば、第２、第３の人工営巣地をつくるとき (中・長期目標の記事を見てください)、森ケ崎からどれく
らいの範囲につくれば良いのか、といった新営巣地デザインのヒントになります。
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下の図を見てください。調査日は８月２日。森ケ崎からおよそ５kmの範囲内で、今シーズンか数

年以内にコアジサシが営巣した情報のあった場所を中心に、計６か所を調べました。この内、羽田空
港そばと東扇島でコアジサシが営巣していました。

�mまり、昨シーズン、森ケ崎で営巣したコアジサシが、羽田空港周辺や東扇島へ移動した可能性が
あった訳です。
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中央防波堤
調査地 1：営巣なし、植被度 約 5 %
調査地 2：営巣なし、植被度 約 5 %
調査地 3：営巣なし、植被度 約 5 %
調査地 4：営巣なし、植被度 0 %

羽田空港そば
調査地 5：100 ｰ 200巣程度

植被度 0 %

東扇島
調査地 6：約20 巣、植被度 0 %



しかし。昨シーズン、森ケ崎で子育てしたコアジサシは 約600巣。羽田と東扇島を合わせても300
巣以上足りません。つまり、今回調べた範囲だけでは、森ケ崎のコアジサシがどこへ行ったのかは、
一部しか分かっていないのです。ここから先は、まだ確認中なのですが、今年は東京湾や相模湾全域
で、営巣数がとても少なかった可能性が高いようです。つまり、コアジサシは、もっと遠い場所へ移
動して営巣している可能性があるのです。

より詳しい結果は、冬に開かれる予定の報告会と来年発行予定の報告書で報告する予定です。そこ
で、より広い範囲の分布情報も整理してみたいと考えています。お楽しみに。最後に、今回の調査に
あたって、日本野鳥の会神奈川支部と羽田空港建設関連の方に、コアジサシ営巣の情報をいただきま
した。この場を借りて、お礼申し上げます。ありがとうございました。

(調査メンバー：大塚 豊、増田直也、藤田 剛、文：藤田 剛)
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報告　2008年 営巣結果
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